
基本目標 社会情勢や環境の変化 前期の主な取組 アンケート結果 引き続き取り組むべき主な事項（課題）

①「魅力の創出・
交流」の拡大

・コロナ禍による観光客数の減少
・観光・旅行スタイルの変化
・秋吉台上の大型宿泊施設の廃業
・イベント等のデジタル化

・コロナ禍における観光施策の強化
・アウトドア需要の高まりと踏まえた施策展開
・Mine秋吉台ジオパークの日本ジオパークの再
認定

◎観光の振興 ・観光による経済循環の仕組みづくり
・観光客等の受入体制の充実
・インバウンド対策の強化
・シティプロモーションの強化
・ユネスコ世界ジオパーク認定に向けた
活動の推進

②強みを活かした
「産業の振興」

・コロナ禍における燃料価格・物価高騰
・人口減少、少子高齢化に伴う人材・担
い手不足

・有害鳥獣の個体数の増加
・空き店舗等の増加

・新規就農者の定着促進による担い手の確保
・遊休農地対策と農地流動化の推進
・コロナ禍における燃料価格・物価高騰対策
・美祢テクノパークへの企業誘致
・美祢観光協会のDMO登録

◎農業等の振興
◎森林の保全・活用と林業の振興
◎商工業の振興
◎新たな雇用の創出と環境整備
◎地場産業の育成と観光産業の振
興

・人手不足、担い手不足への対応
・農林業における経営基盤の強化
・起業・創業の促進
・企業誘致と雇用の場の充実
・みねDMOと一体となった観光地域づく
り

③市の宝となる
「ひとの育成」

・急速に進展する少子化
・妊娠期から子育て期にわたる切れ目の
ない包括的な支援体制の強化

・教育におけるデジタル化の推進
・教員の働き方改革

・子育て世代への経済的支援の強化
・GIGAスクール構想などの教育環境の整備
・教育改革プロジェクト（公設塾mineto等）
・部活動の地域移行

◎包括的な子育て支援の充実

○学校教育・人材育成の充実
○青少年健全育成と地域づくり

・子育て世代に対する切れ目のない相談
支援体制の構築

・次代を担う人材の育成
・魅力ある学校づくり
・地域スポーツクラブ活動等の体制構築

④安全・安心な
「まちづくり」

・コロナ禍における生活者への影響
・複雑化・多様化する複合的な課題の増
加

・高齢化の進展
・地域共生社会の推進
・医療・介護従事者の確保
・地方への移住に対する関心の高まり
・空き家の増加
・大規模災害の発生（美祢線の橋梁の流
出）

・脱炭素化の推進

・コロナ禍に対する生活者支援
・健幸百寿プロジェクトの稼働
・医療・介護従事者への支援制度のよる従業者
の確保対策

・消防防災センター、防災情報伝達システムの
整備

・被災者支援
・木質バイオマス熱利用面的導入
・水道水の硬度低減化（軟水化）
・ジオタクエリアの拡大、ジオバスの運行開始

◎住環境の整備と定住促進
◎公共交通の充実

○地域福祉の充実
○高齢者福祉の充実
○障害者福祉の充実
○循環型社会を目指したシステム
の構築

・複合的な課題に対する包括的相談支援
体制の整備

・医療・福祉サービスなど日常生活に必
要なサービスの維持

・定住・移住人口の確保と関係人口の拡
大

・地域防災力の向上
・カーボンニュートラルの取組の推進
・都市拠点、地域拠点を中心としたにぎ
わいの創出

・公共交通サービスの維持

⑤「行財政運営」
の強化

・生産年齢人口の減少
・公共施設やインフラの更新需要の増加
・コロナ禍で加速するデジタル化

・第三セクターの吸収合併
・マイナンバーカードの普及促進
・連携協定などによる民間活力の導入
・Mineみらいトークの実施
・地域運営組織の法人化

◎時代に対応した効率的な行政
サービスの推進

・持続可能な行財政運営
・公共施設マネジメントの推進
・自治体ＤＸの推進
・コミュニティ活動における地域外人材
の効率的活用
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アンケート結果：施策の満足度・重要度分析
◎満足度が低く・重要度が高い領域（2群）
○満足度が高く・重要度が高い領域（1群）のうち、満足度が0以下のもの
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